
１）品質評価基準

項　　目 判　定　基　準 備　　考

実の老化（個果）

Ａ：艶（つや）があり，変色がない
B：艶（つや）を失い，やや変色
Ｃ：実の頂点付近が黒変
Ｄ：実全体が黒変

・Ａから一気に黒変
し，Ｄになる．実の黒
変後にがくが黄変，
褐変する．
・実の老化数の判定
に用い，日持ち終了
判定には用いない．

実の老化数
Ａ：黒変した実（Ｄ）がない
Ｂ：1果が黒変（D）
Ｄ：5果以上が黒変（Ｄ）

「個果の老化」を参考
に，黒変した実（Ｄ）
の数で日持ちを判定
する．

その他

２）留意点

ヒペリカム
Hypericum androsaemum

（オトギリソウ科）

・後処理剤を使用すると葉が黒変しやすいので，水道水に生けて調査する．
・切り花により実の数は異なるが，日持ち終了は5果以上の黒変（Ｄ）とする．
・実の黒変後にがく，葉が黄変，褐変するので，実の変色だけ調査すれば，がく，葉の調査は不要．

　オランダで品種改良された新しい感覚の実つき枝もの．6月に1cmほどの一重の黄色い花が咲くが，
花が流通することはない．利用されるのは熟するとピンクや赤に色づくドングリのような実をつけた枝．
国産は季咲きの6～8月だけで，ケニア，エクアドル，エチオピアなどからの輸入が周年出回り，いつでも
入手可能．さび病に弱く，葉の裏に茶色い粉がふいていることがある．後処理剤は実の変色を抑え，日
持ちがのびるが，葉が黒変しやすいので用いない．



３）果実の老化

Ａ Ｂ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

つやがなく
やや変色

頂点付近が
黒変

つやがある

黒変



４）チェック事項

Ａ Ｂ

Ｄ

1果が黒変

5果以上が黒変

後処理剤による葉の黒変

後処理剤の効果
葉、がくは黒変するが
実の変色は遅れる

後処理剤 水道水

実の黒変後に
葉が黄変


